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担任による支援内容．新見公立大学紀要 44 153-161.４．
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大学紀要 43 195-202.
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（2026年4月～）

・新見市特別支援教育支援委員会委員（2024年4月～）

岡山県教育委員会, 特別支援教育エキスパート派遣事業に係る専門家チーム員（2024年4月

～）

・岡山県教育委員会, 「小学部技能検定～ひとりでできるかな～」実行委員 （2024年4月～）

・日本LD学会常任編集委員 （2022年6月～）

・浅口市障害者自立支援協議会 （2022年4月～）
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・矢掛中学校学校運営協議会委員 （2021年4月～）

◆研修講師（2025年4月～2026年3月）

・真庭市発達発育支援センター支援者研修会 発達障害のある子どもとその保護者への支援

（2026年3月14日）

・令和７年度「一人一人に寄り添う居場所づくり推進事業」におけるスポット支援学校訪問

（岡山市立福渡小学校）（全２回；2025年10月2日、2026年2月12日）

・発達に課題のある児の理解とその支援（令和７年度備北保健所新見支所管内保健師研修

会）（2026年1月16日）

・OJT研修（事例検討）（岡山県健康の森学園支援学校）（ 2026年1月13日）

・NiU新見公立大学発達支援センター研修講座シリーズ4（全5回；2025年10月15日,10月22

日,11月5日,11月12日,11月19日）

・自閉症児の行動問題に対する教師による効果的な支援は？（オンデマンド）（一般社団法

人日本LD学会受賞者講演）（2025年10月）

・日常生活ならびにコミュニケーションスキル獲得に向け押さえるべきポイント（オンデマ
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